
 

【模擬試験などの際、以下の要領で効率の良い解答を行うんだ】 
 

１） いきなり問題を解き始めるバカもんは、すでにその時点で負けている！ 

開始と同時に、最初の問題から解いていく事ほど無計画な行為はない。開始の合図が出たら、まず３０秒間は試験全体を見

渡し試験を解く優先順位をつける。これこそ受験者のプロの技だ。また隣の奴に無言のプレッシャーを与える事もできる。 

２） 大問または問題のグループ別に、解答の優先順位をつけるんだ（ＡＢＣ順） 

大問または大きなグループ毎に問題を以下のグループに３分類する。分け方は厳密でなくともよい。 

Ａ 問：問題の解き方も理解していて自信がある   Ｂ 問：解いたこともあり、時間をかければ解くことができる 

Ｃ 問：問題傾向などに見覚えがなく、解く自信があまりない 

１）で説明した３０～４５秒間で、問題番号横などに大きくＡ～Ｂの記号をいれて分類すること。 

３） まずは自信のある、Ａ問、Ｂ問グループを片付ける。解ける問題を優先せよ 

Ａ問グループを全問、その後Ｂ問グループを全問の順番で問題演習する。この際Ａ問ほどケアレスミスは

出やすい。十分注意して補助式などは絶対消さずに残す事。Ａ／Ｂ問グループは見直してナンボの問題で

ある。 

４） 【重要な事】いったんＡ／Ｂ問が終われば、そこで必ず見直しをする 

重要なのは確実にその試験で得点できるところを正解する事。ケアレスなどで点数を落としては意味がない。またＣ問グル

ープで正答を出すことは難しいため、先にＡ／Ｂ問グループの問題の検算や見直しを行う事。これだけでこの試験に大きく

勝てなくても、「負けない」試験結果になるから心配しなくていい。 

５） その後Ｃ問グループに取り掛かる。ここから先、１問でも正解があればラッキー 

もともとＣ問グループにしたのだから、恐らく苦手か解き方がわからない問題だろう。それだけにじっくりとその中で１問

でも正解したらいいつもり、または部分点をもらうつもりで解くこと。同じＣ問グループでも、その中で得意と苦手もある

だろう。改めて優先順位を設定してもいいと思う。 

６） Ｃ問グループの見直しを行い、時間がある限りＡ問Ｂ問の解き直し見直しを行う 

どうしても解けない問題だけが残ったら、改めてＣ問で解答済の見直しや検算を行う。その後改めてＡ／Ｂ問グループの見

直しや検算を行う事。試験は最後の１秒まで有効に使う事。周りの人間の行動など気にするな。集中して最後の１秒まで見

直しと検算などに時間を使い、受験者のプロとして後悔のない試験にするんだぞ。 

 

【塾長より注意事項】 

＊上記の方式は、いきなりできるものではない。過去問演習時や模擬試験、定期試験、小テスト

にいたるまで何度も繰り返す事。１０回も試していけば、大体の勘がつかめるだろう。 

＊Ａ問とＢ問の区別はしやすいが、Ｃ問の区別は難しい。問題を見て５秒以内に「こうしたら解

けるかも」という直感が出なければＣ問グループに入れていいだろう。 

＊どんな試験でも、カッコつけるな。ガムシャラになれ！そのためこうした優先順位などを駆使

して１点でも多く正解を出すんだ。この優先順位のつけ方は、みんなが大人になって仕事をし

はじめた時に、必ず役にたってくる。諸君の試験成功を心から祈っているぞ。 


